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　 B ．生息場所 と温湿度環境

　同時期 に 同
一棟の 集合住宅内で 寝室用和室を調

べ る と，ダニ 数の 多 い 家と少 な い 家があ る こ とが

前項 の 調査か ら判明 した （表 1 ，
2 ）。ま た

， 絨毯

表面の ダニ 数 を 4 戸で 調べ ，温湿度 も測定 し た結

果で は絨毯室 の 湿度が高 い 家屋 に ダニ 数が 多 い 傾

向が見 ら れ た （図 4
，
表 8 ）。既報告 で も，季節 に

よ り ダ ニ 類 の種類組成 や ダニ 数が同
・・

家屋 内で変

動 す る こ と が 述 べ ら れ （大 島，1975；Chang ＆

Hsieh，1988），ア メ リカ で は 地域に よ っ て ダニ 類の

種類組成が異 な る こ と （Arlian　8‘ 認 ，ユ988）， 畳の

含水量 に よ リ ダニ 数か変化す る こ と （大島 ら ，
1972）

が報告 され て い る。

　家屋 内で ダニ 類が 多数発生 す る第 1要因 の 「生

息 場所」 ， 第 2 要因 の 「餌」 の 他，第 3 の 要因 と し

て ，温湿度 環境 をと りあげ る。温湿度環境 を調査

す る方法と して ，

　   　コ ン ク リ
ー

ト建集合住宅 4 戸 で 月別 ダニ 類

の 種類組成 を調 べ ，月別変動か ら 温湿度環境 との

関係を考え る 。

　   チ リ ダニ 科 の ダニ を用 い て
， 臨界 平衡湿 度

Critical　Equilibrium　Humidityを測定 し，チ リダ ニ

科，ツ メ ダニ 科 ，
コ ナ ダニ 科 に つ い て の 既報告と

比較検討す る 。

　   一年中 の ほ と ん ど の 時期 の 湿 度が 55％ R ．

H ．以下 に 保 た れ て い る 10棟 の ビル で ダ ニ 類調査

を行 い ，ビ ル よ り も湿度 の 高 い
一般家屋 で の ダニ

類の種類組成 を比 べ る 。

1． 家屋内に お け る 月別の ダニ 類の 種類組成

1−1　材料お よび方法

’

東京都立衛生研究所医動物

　1981年 5 月か ら82年 4 月 まで の一年間，東京都

内 （調布市，稲城市 ， 日野市 ， 多摩市〉に あ る コ

ン ク リ
ート建集合住宅 4 戸 （Nos．1 − 4 ＞で ダニ

類の 種類組成を調 べ た。 6 畳和室 の 塵 を電気掃除

機で 30分間か けて 和紙袋内に集め た （図 1）。 塵は

毎月末に採集 し た 。 4 戸と も建築後 5 〜 9年 で ，

い ず れ も家族が外出の ため，昼 間 は 8 時閊以上閉

め 切られ て い た 。

　塵 か ら の ダニ の 分離法は飽和食塩水懸濁遠心 法

に よっ た 。た だ し，篩は 16メ ッ シュ と200メ ッ シュ

の 2 連の 篩の 代わ り に
，
10メ ッ シ ュ の篩を用 い た 。

1−2 結果

　 4 戸 で 12ヵ 月 間 に採取 さ れ た ダニ 数は，21科 で，

合計19
，
518匹とな っ た （表25）。 家屋 別 で は

，
Nc）s．

3 ， 4 の ダニ 数が 多 く
，
Nos，1， 2 の ダ ニ 数 の 約

2倍と な っ た。

　 ダニ 科別で は ， チ リダニ 科 74，7％，ニ ク ダ ニ 科

7．4％，ツ メ ダニ 科 5．3％，イエ ササ ラ ダニ 科3．1％，

ホ コ リダニ 科 2．9％， コ ナダ ニ 科2．8％，カザ リ ヒ

ワ ダ ニ 科 ユ．4％ ，
の 1頂で あ っ た。ニ ク ダニ 科は特に

NQS．3 ， 4 の 家屋 で 多く，こ の 2 戸 で 98％を占め

て い た。

　 チ リダ ニ 科 で は コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ と ヤケ ヒ ョ ウ

ヒ ダニ が 多く
，

こ の 2 種で 86％と な っ た 。 ツ メ ダ

ニ 科で は ク ワ ガ タ ツ メ ダニ を含め た Cldyletzts属 が

多 く ChelacarOPsis　sp ．が そ れ に 次 い だ。 コ ナ ダニ 科

で は ア シ ブ トコ ナ ダニ とケナ ガ コ ナ ダニ が 多く採

取 され た が
，

ア シ ブ トコ ナダニ は No．4 の家 の みか

ら検出された。

　 月 別に ダ ニ 数 を比 べ る と， 7
，

8
，

9
，

6 月 の

順で 多か っ た （図 8 ＞。各月 の 平均値に標準偏差値

を入 れ る と， 9
，

11
，

12月 は 4 戸の ダ ニ 数に 大き
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表25　コ ン ク リ
ー

ト建集合住 宅 4 家屋の 畳表面 の ダニ の 種類組成

ダニ 　　　　　　
〜 一　 調査家屋

〜
1 2 3 4 ダニ 数合計

中気門亜 目
マ ヨ イダ ニ 科

タ ン カ ン マ ヨ イ ダ ニ 6 5 G 0 11
フ ツ ウ マ ヨ イダ ニ 0 0 0 11 u

　同定不可
カ ザ リダ ニ 科

0 14 4 0 18

　　ヤナギハ カ ザ リダニ

　　 同 定不 可

　 カ ブリ ダニ 科

　 トゲ ダニ 科
　　 ホ ソ ゲ チ トゲ ダニ

　 同定 不 可 の 中 気 門 亜 目

前気門亜 目

　 コ ハ リ ダニ 科
　テ ン グダニ 科

　 オ ソ イダ ニ 科

　 ヒ ナ ダニ 科

　 ホ コ リダ ニ 科

　 ツ メ ダ ニ 科

　　 ク ワ ガ タ ツ メ ダニ

　　マ メ タ ン ツ メ ダニ

　　ChayletZtS　SPP ．
　　 ア シ ナガツ メ ダニ

　　ChetacaroPsis　sp ．
　　Bafe　sp ．
　　同定不可

　 ハ ダニ 科

　 ヒ メ ハ ダニ 科

　ケ ナ ガ ハ ダニ 科

無気門亜圍

　 マ ル ニ ク ダ ニ 科

　　Chortogl“pltus　spP ．
　 コ ナ ダニ 科

　　ケ ナ ガ コ ナ ダニ

　　チ ビ コ ナ ダニ

　　ア シ ブ トコ ナ ダニ

　　コ ナ ダニ 科 （第
一’
．r ，虫 ）

　 同定不 P∫

　サ トウ ダニ 科
　 サ トウ ダニ

　ニ ク ダ ニ 科

　　イエ ニ ク ダニ

　 チ リニ ク ダ ニ
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チ リ ダニ 科
コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 401 267 583 452
ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 2871 1555 2867 3553 1
イエ チ リ ダニ 22 3 8 0
シ ワ ダニ 0 3 5 2
同定不可 229 179 591 986

隠気門亜 目

イエ サ サ ラ ダニ 科

イエ サ サ ラ ダ； 17 463 38 88
カ ザ リ リ ヒ ワ ダニ 科

カザ リ ヒ ワ ダニ 2 46 32 189
　　 そ の 他一 0 9 o 24

ダニ 数合計 3804 3174 6039 6501 1

備　考 建築後 9 年 建築後 5 年 建 築後 6 年 建 築 後 7 年
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注 ）採取 面積 は 各家屋 の 6畳 和 室 （9．9   ）か ら／2 カ月間毎月 集 め た。
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図 8　集 合住 宅 4 家 屋 の 和 室で の 月 別平均 ダ ニ 数変化

な差が ある こ とを示 して い た。チ リダニ 科 ，
ツ メ

ダニ 科 ，
コ ナダニ 科 の 月別平均 ダニ 数の 変動 で は

，

チ リダニ 科 （図 9 ）と ツ メ ダニ 科 （図10）は 同 じ

よう に 6 〜10月 に ダ ニ 数が多 くな っ たが ， チ リダ

ニ 科 で もツ メ ダニ 科 で も 6 〜 9 月 の ダニ 数 は家屋

間の ダ ニ 数 の 差が大きか っ た。 コ ナ ダニ 科 （図 11）

は 6 − 8月 に多 い も の の
，

一
戸
．
で ユ2月 に極端に 多

い ダニ 数が記録 され た た め平均で は 12月が最大値

と な っ て い た （表25）。全体の 月別ダニ 数の変動 は，

当然の こ と な が ら個体数が 多い チ リダニ 科の 変動

に 影響 され た。

2．　 Dermato ρhagoides　microceras の 臨界平衡湿

　度

2−1　材料お よび方法

　 ダニ は 口 と体表か ら水分を摂取 す るが ， 口 か ら

摂取す る水分を 止め て 体表の み か ら摂取 す る よ う

に さ せ た 場合 ， ダニ が体内水分 を平衡 に 保 つ に は

ダニ を 囲 む 空気湿 度 は最低 どの く ら い 必要な の か

（臨界平衡 湿 度 Critical　Equilibrium　Humidity＝

CEH ）を，　 Wharton ＆ Richards （1978）の 方法 に

従 っ て 測定 した。

　実験に は チ リダ ニ 科の
一

種で ，ア メ リカ の 家屋

内 に 生 息 す る 1）errrvamPhagode ．s　micn ・ceras 　Griffiths

＆ Cunnington の 雌 を供試 し た。 こ の ダ ニ は コ ナ

ヒ ョ ウ ヒ ダニ に 類似 し て い る が 交尾嚢の構造，第

1 附節 の 爪状角質突起 の 構造が異な り ， ま た 生殖

毛の 位置 は コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ に比 べ る と生殖基条

の 末端 に よ り近 い と こ ろ に ある （Griffiths＆ Cun −

nington ，1971）。外国で は コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ やヤ ケ

ヒ ョ ウ ヒダニ と共 に 採取 さ れ て い る （Mumcuoglue ，

1988）。

　 Dmicrocenasの 大量飼育は，マ ウ ス 用粉末飼料お

よび酵母 を 9 ： 1 に 混合 して 培地 と し，室温 （25
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図 9　集合住宅 4 家屋 の 和室 で の 月別平均 チ リダニ 数変化

± 1℃ ）， 湿度75％ R ．H ．の 環 境下 で行 っ た。実

験 に は同
一．

培地内 の ほ ほ伺 じ大 き さ の 雌 ダニ を選

ん で 供試 した 。 実験 に 当た っ て は
， ア ル ミニ ウ ム

製 で 皿 型を呈 し （直径3．5mm
， 深 さ0．7mm）， 底 に 通

気用 の 小 さ な穴 を 2 つ 開 け た 容器 に Dmibroceras
を 1 匹入 れ て，開口部は パ ラ フ ィ ル ム で 封 じ た 。

従 っ て ，こ の ダニ は 小 さ な通 気用の 2 つ の 穴 を通

して ，容器 が置か れ た温湿度に 曝 露 され る こ と に

な る
。 各実験の終 了後は ア セ トン を しめ らせ た綿

で ，容 器 内の 塵 を除 去 し た 。 こ の 容器 ご と，D
mibroceras 所定 の 湿度環境 に 保 つ た め 水 と グ リセ リ

ン の 混合液 を入 れ たデ シケー
タ
ー （直径 18cm）に

入れ ，室温 に 置 い た。こ の 湿度段階 は， 5 ％間隔

で 5U〜85％ R ．H ．に調整 した 。 な お
， ダニ 曝露用

の 容器 は
，

パ ラ フ ィル ム を ドに して 入 れ，デ シ ケ
ー

ター内の 空気が 2 つ の 穴を通 して容器 内に 入 る よ

うに した 。

　供試虫 の 雌 ダニ は 実験開始 前 に 1 匹ずつ 容器 に

入 れ
，

75％ R ．H ．で 24時 間絶食させ て ， 消化管内
の 糞や産卵管内の 卵を排出さ せ た。そ の 後 ， CEH
を求め や す く す るた め に O ％ R ．H ．（CaSO ・ ）に

6 時 聞入 れ
，

こ れ を標準化 し た 雌 と し た 。 こ れ ら

ダニ を各湿度段階で 12〜16匹 ずつ 用 い た。

　200ng の 間隔で 1．　Omgま で計る こ とが で き る レ ン

ジを用 い たカー
ン の マ イク ロ バ ラ ン ス で，標準化

した雌の 体重を 1 匹ずつ 測定 し た。標準化 した 雌
の体重が6．　0〜7．8μ 9 の 範囲 を選 び，実験 に 供 し た。
同
一

湿度下 で の ，こ の 範囲 の ダニ の 24時間 の 水分

変化量 に 有意差 は 認 め られ な い と の 前実験に よ る。
標靴 し た D 　 microcenas は体重塑 ・1定 後実験容器
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図10　集合住 宅 4 家犀 の 和 室 で の 月 別 平 均 ツ メ ダニ 数 変化

に 1 匹 ずつ 収容 し， 各容器が重な らな い よ う に し

て 8 段 階 の 湿 度 に 保 っ た デ シ ケ ーター内に 24時問

入 れ た 。 そ の 後，再び 1 匹 ずっ 体重 を測定 した。

24時間後 の 体重 か ら最初 の 体重 を引 き，ダニ 体内

の 水分変化量 （μ 9 ）と した （△ W ・4）。 △ W ・・μ 9

の 平均値を各湿度別に 求め ，隣あ っ た そ れ ぞ れ の

湿度で の △WZtの 平均値を用い て ， 平均値の 差 を検

定 して 比 べ た 。 隣あ っ た各湿度段階間の △ W ． の 平

均値に有意差が み られ た場 合 に は各段階 の △ W ！4の

平均値 をその 段階湿度の △ W2埴 と し， 隣あ っ た △

W ・・の 平均値 に 有意差が 認 め られ な い 場合 に は，そ

の 段階の △ W ・n値 を合計 して平均値を求め た 。

2−2 結果

　上記 の 方法に よ り各湿度別の △W ・q の値か ら平均

値 と標準偏差値を求め る と，表26の ように な っ た。

50％ R ．H ．か ら 70％ R ．H ．ま で は 隣あ っ て い る

△Wz 埴 問に 0．1％ レ ベ ル で有意差が認め ら れ た が
，
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図 11 集合住．宅 4 家屋 の 和室 で の 月 別平均 コ ナ ダニ 数変化

75〜85％ R ．H ．ま で は隣あ っ て い る △ W24値間 に

有意差は認め ら れ な か っ た た め ， 平均値を求め た 。

　Y 軸に △ Wu 値をと り X 軸に 湿度 （R ．　H ．）値を

と っ て ，各湿度で の △ W ． の 平均値を図示 し （図12），
各湿度の △W24値間 に 有意差が認め られ た 50〜70％

R ．H ．間 に つ い て は，各 △ W ・・平均値 か ら 回帰式

を求める と

　　　 △ W24　・＝　O、　046× R ．H ．− 3．31　　　　　 〔工）

と な り，75％ R ．H ．か ら85％R ．H ．まで の △ W3．i

値間 に は有意差 が認 め ら れ な か っ た の で 各湿度の

△ W … 値を平均す る と 下記 の よう に な っ た （図12）。

　　　△ W2，a＝ O．01　　　　　　　　　　　　　〔2）

　（1）と（2）の 交点 が Dmitrocerasの CEH で
，
72％ R ．

H、で あ っ た 。
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表26　標準化 し た D 、microceras を各湿度 に 24時間曝露 し た 後の 体重変化

R ．H 、（％） 供試 ダニ 数 標準化 した ダニ の 体重 〔μg） 曝露後24時間後 の 体 重 〔μg） △ W24 〔＃9 ）

0505050555667788 5532146511

ー

ユ

ー

111

7，47 ± 0．24

6，92± 0．ユ9
6．97 ：ヒ0．33

6．25± 0．ユ7
6．49 ± 0．22

6．24 ± O．ユ5

6．4ユ± 0．14

6、86 ± 0、23

6．47 ± O．20

6，08± 0．18
6、46 ± 0．34

5，97± 0．15
6．36 ± 0．20

6．24± 0．13

6．42± 0．18

6、89± 0．24

一1．00± 0．09
− 0．84：ヒ0．08
− 0，51± 0．07
− 0．28± 0．Q7
− 0．13± 0．ll

　 O．00± 0．06

　 0．01± 0．10

　 0．03± 0．04

△ W24

（μ 9）

O．O

一〇．5

一1．0

50 60 70 80

湿度 く％ R．H．）

図12　Dmicroceras の 各湿 度 に 対 す る 平均水分変化量 〔△ W 幻

　　　臨 界 平衡 湿 度 は 2 直 線 の 交 点
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3． 空調 されたビル 内にお ける床面の ダニ 類の種

　類組成

3−1　材料お よび方法

　1988年 7 月 に，東京都内 （中央区，千代田 区 ，

港区，新宿 区， 渋谷 区 ， 杉並 区）に あ る 10棟 の ビ

ル で ， 床面 の ダニ 類の種類組成 を調べ た 。 各ビ ル

は 5，　OOO　m2 以上の 床面積 を持 っ た 自社 ビル で ， 建築

後 5年以上経て い る 。 こ れ らの ビ ル は年間 を通 し

て 空調 され て お り，個々 の ビ ル で 差はあ る が調査

し た 3 ビル に つ い て は温度23〜26℃ ， 湿度 30〜60％

R ．H ．（ほ とん どの 期間は 55％ R ．H ，以下）に保

た れ て い た （図13）。

　ダニ 類調査 は，各ビル の部屋を使用 目的別に 5 ヵ

所 に 分 け て 行 っ た 。 す な わ ち ， 床面 に 絨毯を敷 き

込 ん だ事務室 ，
PVC タイ ル の 事務室 ，

　 PVC タイ

ル の 廊 ド，PVC あ る い は緘毯敷 の OA 機器室 ，

PVC タ イル あ る い は絨毯敷の 女子更衣室で あ る 。

各室 の 中央部 1m2 を ビニ ー
ル テ

ープで囲み，200W

の 電気掃除機 で 3 分間 ずつ ，和紙袋に 集塵 し た。

塵 か ら の ダ ニ の 分離 は 飽和食塩水 懸濁遠心法 に

よ っ た 。

3−2　結果

　各ビル 各部屋 の 1   当た りの ダニ 数 は O〜241匹
で

， 平均 す る と10．8匹 で あ っ た （表 2ア）。部屋 の 使

用 日的別 に ダ ニ 数 を比 べ ると，廊下が一番少な く

温

度

℃

湿

78 　9101112

度

R．H．

％
　 　

7　 819B7

年

9　 10　 　11　 12

経過月

1　 　 2　 3　　 4　 5　 　 6　 7

I　　Z　 3　　4　　5　　 6　 7
1968年

図 13　 3 ビ ル （A ，F ，　 J）の 月 別 平均 温 湿 度

　　 （矢印 は ダニ 類 調 査 時 点 ）
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表27　10ビル の 床 lm ’

当た り o）塵量 と ダ ニ 数

調査室 ビル

ABCDEFGH1J 合計

塵量（9レ ダニ 魏 匹｝

事　務　室 塵　　　量 0．020 ．040 ユ 90 ．050 ．ユ30 ．050 ．020 ．020 ．14O ，030 ．69

〔PVC タ イル ） ダ　ニ 　 数 5112212141433

事　務　室 塵　　　量 0．440 ，400 ．15LO20 ．410220 ．140 ．150 ．390 ．093 ．41

〔絨　　毯） ダ 　ニ 　数 2633713432750

廊　　　下 準 　 　 　 量 0，560 ，01O ，Q70 ，020 ．020 ．020 ．010 ．Ol0 ．020 ．020 ．76

（PVC タ イル ） ダ　ニ 　数 04 ／ 222 ／ 312 ユ8

OA 機械室 （ジ ） （ジ ） 〔ジ ） 〔ジ ） （ジ ） 〔ジ ）

（PCV タイル ｝ 塵　　　量 Q，IOO ．84o ，710 ．030 ，380260 ．040 ．330 ．020 ．102 ．81

ダ　ニ 　数 23601919411560

女子 更衣室 （ジ ｝ （ジ） （ジ 〕

（PVC タ イル ） 塵　　　量 ユ．040 ．830 ．150 ．060 ．301 ．57O ．360 ，34O ．050 ．024 ．72

ダ　ニ 　数 33301578241122573381

ダ　ニ 　数 塵　　　量 2．162 ．12127 ユ．18L242 ．12O ．57O ，850 ．620 ，2612 ．39

〔PVC タ イル ） 合　　計 424437 ユ43727722361221542

注）1）〔ジ ）：絨毯。

　 Z）空 調に よ る 温湿度調整 は 年間を通 して ，温度23 − 26℃，湿度30− 6〔｝％ R 、H、に 保 た れ て い る 。

　 3〕塵 は 1   当 た り 3 分間吸引 して 集め た。

表2810 ビ ル の 床面 1m 〜

当 た りの ダニ の種 類 組 成

　　 　　　　　 調 査 ビル

ダニ
ABCDEFGH1J

ダ ニ 数

合　計

構成比率

中気門亜 目

マ ヨ イ ダニ 科 210o1012o1 8 1．5

前気門亜 目

ホ コ リダニ 科 01 ユ 0020100 5 0．9

ツ メ ダニ 科 1o0O0o0110 3 0．6

ヒ メ ハ ダニ 科 OD0002 ／ 0o1 4 0．7

無気門亜目

マ ル ニ ク ダニ 科 o000000001 1 0．2

コ ナ ダニ 科 42034346 ユ 2 29 5．3

チ リ ダニ 科 353936113126816261015487 89．9

隠気門亜 ［

イエ サ サ ラ ダニ 科 0000Q2O001 3 0．5

そ の 他 010010Q0   0 2 0．4

ダニ 数合計 424437143727722361221542100

1．8匹／m
？

，女了更衣室が一番多く38．・／匹／m
！
で あ っ

た 。 ウ ィ ル コ ク ソ ン の 順位和検定 で は，女子更衣

室の ダニ 数は
， 事務室 ， 廊下 ，

OA 機器室に比べ て，

有意 に 多か っ た （P く 0．Ol）、，

　各ビル の床材別 に ダニ 数を比 べ る と，PVC タイ

ル で平均4，9匹／  （4．9± 6．9匹），絨毯で 平均 20．5

匹／  （20．5± 54．o匹）とな っ た （表27）。絨毯は F

ビル の ダニ 数の み極め て 多か っ た 。 PVC タ イル と
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絨毯 の ダニ 数 を ウ ィ ル コ ク ソ ン の 順位和検定 で 比

べ る と
， 有意差 は み られ な か っ た 。

　ダニ 科別に す る と
， チ リダニ 科が最も多 く89．9％

の 構成比率を示 し，
コ ナ ダ ニ 科，マ ヨ イダ ニ 科が

続 くが
，

い ずれ も数 ％ と少な か っ た （表28）。

4． 考 　 　 察

　 コ ン ク リ
ー

ト建集合住宅の 月別 ダニ 数で は 6 〜

10月，特に 7 〜 8 月 の ダニ 数 が 多い 結果と な っ た

　（図 8 ）。 同 じ傾向が い くつ か結告 され て い る （大

島 ，
1975；荒川 ら，1984；

一瀬 ・松田，1984）。 し

か し，ど の家 で も同 じ傾向を示す と は 限 らな い の

は，ニ ク ダニ 科 と コ ナダニ 科が No．4 の み で 多 い こ

と か ら もわ か る 俵 25）。こ の 4 戸は地理 的 に は近

い に もか か わ ら ず こ の結果 と な っ た。荒川ら （1984）

は新 し く作 ら れ た 小型 の 畳 8枚 （1 畳分 ）を 6 畳

室 の 中央部分 に敷 き込 み ， 4 月か ら翌年 6 月 ま で

毎月 1 回 1 個ずつ 畳 を新 し い も の と 取 り替 え ，古

い 畳 は 分 解 し て 内部の ダニ 数 を調べ た 。

一戸建住

宅 と鉄筋 ア パ ー
トで月別変動 を比 べ たと こ ろ，

・．

戸 建住宅 で は本調査 と 同様 の 傾向を示 し た が ，鉄

筋 ア パ ー トで は 翌 年 4 月 の コ ナ ダ ニ 科 の ダニ 数 が

多か っ た。 こ の 理 由と して
， アパ ー

トで は畳の 下

面が水 で ぬれ る事故が あ り ， 畳 の 含水量 が 異常 に

高 く な っ たため と述 べ ら れ て い る。 こ の 他に も，

年間 の 室 内湿度が 60％ R ．H ．以上 の家で ，月別ダ

ニ 数が年間 3 回以 一ヒも ピーク を 示 し， 本調査 の ，

総 ダニ 数で 7 月 と11月 の 2 回 ピー
ク型 （図 8 ）と

は異な っ た報告もあ る （占田，1985）。 こ の ように ，

季節 や地 理的な 異な り に よ っ て 起 こ る外気 の 温湿

度の 影響 と共に
， 各家屋 内の温湿度の 影響 も屋内

の ダニ 類 の 季節消長に対 して 同 じ よう に大 き な 要

因 とな っ て い る と考 え ら れ た。そ こ で 温 湿度 に 関

して ，チ リダニ 科 ， ツ メ ダニ 科，コ ナダニ 科 を別々

に 検討 した。

　チ リダニ 科 で 出現頻度が高 い コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ

とヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ は ア メ リカ中央部で も夏 に多

く冬に少な く
， 塵 lg 中の ダニ 数 は室内湿度 （R ．

H ．）と同様な増減を示 した （Arlian　et　al．，1982）。

オ ラ ン ダの マ ッ トレ ス 表面の ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の

生存虫数 は室内温度 と の 相関 は な く，室内 の 絶対

湿度 と の 間 に 高 い 相 関 が み ら れ た （Bronswijk ，

1973）。ア メ リカ の カ リ フ ォ ル ニ ア海岸周辺 の 家屋

の室内温湿度が 6 月か ら翌年10月 ま で の 平均値 で

23℃，69％ R ．H ．で あ り， こ の 家の 床面 ヒ ョ ウ ヒ

ダニ 数は 712匹／  で あ っ た が
， 海岸か ら10  離れ

た家で は 室内温湿度 の 同時期平均値が 23℃ ，
51％

R ，H ．で ， ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 数は 32〜76匹／  で あ っ

た （Lang ＆ Mul 王a，1978　b）な ど の 報告か ら， 家

屋 内の ダニ 類の 少な くともチ リダニ 科 ヒ ョ ウ ヒ ダ

ニ 属の ダニ は，室 内温度 よ りも湿度 に よ っ て ダ ニ

数が増減す る と考え られ た 。

　 チ リダニ 科 コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ と ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ

ニ の 繁殖上好適 ，上限， ド限 の 温湿度 に関す る報

告が あ る 。 両種を湿 度75％R ．H ．で 温度を変え て

飼育す る と，繁殖 ヒ好 適温 度は 25± 2 ℃ の 範囲が

多 く （Spieksma，1967；Bronswijk，1972；Furumi−

zo
，
1973；脇 ・

松 本， 1973；Wharton，1976 ；Saint

GeOrges−Gridelet、1987）， 上限は 35℃ （Koekkoek ＆

Bronswijk，1972 ；Furumizo，1973 ；脇
・
松本，1973）

と も37℃ （Bronswiゴk，　1973 ；Mumcuoglu ，　1988）と

も言 わ れ
， 下 限 は 10℃ （Koekkoek ＆ Bronswijk、

1972；Furumizo，1973）と され て い る 。 し か し，脇 ・

松本 （1973）や Bronswijk（1981）の 報告か ら，コ

ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ と ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ の 繁殖 に は 温

度20− 30℃が望ま しい と考え られ る。

　
一

方湿度 を臨界平衡湿度 （CEH ）で 比 べ る と，

温 度25℃ で は，Dmicrocerasが 72％ R ，H ．（図12），
コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダニ が 70％ R ．H ．（Larson，1969），

ヤケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ が 73％ R ．H ．〔Arlian＆ Whar −

ton，1974）と類似 して お り
，

チ リダニ 科の ヒ ョ ウ ヒ

ダニ 属は 70％ R ．H ．以上 の CEH が必要 で あ っ た 。

70％ R ．H ．以下 の 環境，例 え ば湿度 40％ R ，H ．

や 50％ R ．H ．で は， こ れ ら の ダニ 類は 11日以 内に

すべ て 死に
， しか も温 度を高 く し た 方が 死 亡 日数

が 早ま っ た （Ar！ian，1975；Brandt ＆ Arlian，1976）。

CEH 以上 の湿度が あれ ば，体内へ の 水分 の 吸収と

排出が 平衡 に 保たれ，体内水分量 を
一

定に で き る。

CEH 以 トの 湿 度 で は排出す る水分量が吸収量 を上

回 GO　
t 脱 水現象が お き，ダ ニ 類 は死ぬ と 思 わ れ

，

こ の 現象 は温度 が高 い ほ ど早 ま る と考 え ら れ る

（Arlian＆ Veselica，1981）o

　脇 ・松本 〔工973），　Brenswijk（1981），松本 ら （1986＞，

Saint　Georges−Gridelet（1987）の よ う に ，体表 か
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ら の 水分吸収 と餌を通 して 口 か ら入 る水分吸収を

合わせ て体内水分量 を保つ ように し て飼育する と，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ も ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ も湿 度

56．　5％ R ．H ．以下 で は繁殖 で き な か っ た。繁殖上

好適湿度は コ ナ ヒ ョ ウ ヒダニ 60％ R ．H ，（25℃），

ヤケ ヒ ョ ウヒ ダニ 75〜76％R ．H ．（25℃）で あ る 。

CEH と飼育報告か ら，チ リダニ 科 の 繁殖 に 適 し た

湿度は，60％ R ，H．以上である こ とが明ら か と な っ

た。

　 ツ メ ダニ 科と コ ナダニ 科に 関 して も同様 に考察

し た 。ツ メ ダニ 科 の 月別 ダニ 数の 変動 は，国内の

他の報告と一一・致 し た （荒川 ら，
1984 ；

一
｝頼 ・松 田，

1984 ）。 しか し コ ナ ダニ 科は 本調査 の 結果で は 12月

に 著 し く多く （図 11），そ の 原因 は No．4 の 家屋 内

の ダニ 数 に よるもの で あ っ た （表25＞。 前述の 荒川

ら （1984）の 鉄筋 ア パ ー トで も， 7 ，12
，

5 月 に

多く採取 さ れ て い た が，コ ナ ダニ 科は夏 に多 い と

の 報告 もあ る 〔大島，1975；高岡 ・岡田，1984）。

こ の よう に少な くと も コ ナ ダニ 科の ダ ニ 数変化は，

外気温 湿度以外 に ，例 え ば生活 の 仕方 など に よ る

室内温湿度 の 影響 を受 け て い る こ と が明 ら か で あ

る 。

　 ツ メダニ 科と コ ナ ダニ 科の CEH 値や飼育報告か

ら，繁殖上好適温湿度 を考え て み る 。 ケナガ コ ナ

ダニ は コ ナ ダニ 科の う ち で も 4 戸 の 家屋内か ら平

均的 に 採取さ れ て い る ダニ で あ り 俵 25），また，

他の 調査 で もよ く検出さ れ た （表 6 ， 20）。 こ の ダ

ニ の CEH は温度 25℃ で 75〜84％ R ．H ．と さ れ て

い る （Cutcher，1973）。餌か ら の水分も考慮 に 入 れ

て 飼育す る と，温度20〜30℃ ， 湿度75〜85％ R ．H ．

で繁殖率が 高 か っ た （飯室 ，1956；松本，1961，1963）。

ツ メ ダ ニ 科 の ワ ク ガ タ ツ メ ダニ は ChelacarOPsis　sp ．

と共に ，ツ メ ダニ 科の 中で は構成比率が 高 い （表 6
，

25）。 C加妣 α砂 3ガ5　sp ．の報告は な い が，ク ワ ガ タツ

　メ ダニ の CEH は20℃ で 76− 85％R ．H ．とされ て

い る （Schmidt，　1979＞。
ム ギ コ ナ ダニ を餌と して ク

ワ ガ タ ツ メ ダニ を飼育す る と，温度25℃，湿 度 75

　± 2 ％R ．H ，で （Saleh　et　aL ，1986），ケナガ コ ナ

ダニ を餌と して 飼育 した報告で は温度 27℃ ， 湿 度

73％ R ．H ．で よ く繁殖 した と 述 べ ら れ て い る （中

田 ，
1971〕。 CEH と飼育報告か ら， こ れ ら ツ メ ダ

ニ 類お よび コ ナ ダ ニ 類 の 繁殖 に 適 した 温 湿度 は 温

度 20〜27℃，湿度73％ R ．H ．以上 で あ る と 思 わ れ

る 。

　 こ れ らの 報告 と，今回 の 実態調査 で 得 ら れたチ

リダニ 科，ツ メ ダニ 科が高温多湿 の 6 − 9 月 に多

い と い う結果 は一致 し た 。 し か し本調査 の コ ナ ダ

ニ 科 の 結果 か ら ， あ る い は 「生息場所 に よ る ダ ニ

類 の 種類組成 お よ び構成比率」 の 結果か ら，外気

温湿度以外に 室内温湿度 もダニ 数の 変動に影響 を

与える こ とが明白 に な っ た 。

　ダ ニ 繁殖に対す る室内温湿度の 影響を明 らか に

す るため，温 度 はダニ の 繁殖 に適 し た 23〜26℃に

一年中保 た れ て お り，さ ら に湿度 は
一

年中の ほ と

ん どの 期間 を55％ R ．H ．以下に調節 され て い る ビ

ル 内で （図13），ダニ 類 の 種類組成 を調 べ た と こ ろ ，

ビ ル 内の ダニ 数 は少 な く ， 平 均で 10．8匹／  ，絨毯

で 20，5匹／ 
，
PVC タ イル で 4．9匹／m2 で あ っ た （表

27）。 絨毯と PVC タイ ル の 間 に有意差 は み られ な

か っ た。また ，
ビル の 調査は 7月に 行なわれ て お り

，

し か も，10棟 の ビル の 7 棟 （A − G ）は東京湾か

ら10knl以内の 中央区，千代田 区，港区 に あ る に も

か か わ らず ， ダニ 数 は10km以上離れ た新宿区（H），

渋谷 区（1）， 杉並 区（J）に あ る ビ ル 内 と 同様 に 少な く，

ビ ル 内の ダニ 数は地理的影響よ りも室内湿度の 影

響を受け て い た 。

一・
方
一

般家屋 の 調査 で は
， 同 じ

よ う に
「生息場所 に よ る ダニ 類 の 種類組成 および

構成比率」 の 項で lm2当た り 3分 間吸引 して 調査

した し， さら に地理 的に も東京湾か ら10km　J／上 離

れ た 地 域 が 多か っ た が，絨 毯 で の 平均 ダ ニ 数

1，421．6匹／m2 は ビル 内の絨毯よ り も，ま た，
一

般家

屋 の 床 板 よ り も有意 に 多 い 結果 で あ っ た （P ＜

0．Ol，表 9 ）。

　 ビル の 中で も女子更衣 室は床材が 10ヵ 所中 6 ヵ

所で PCV タ イル だ っ た に もか か わ らず ， 他の 場所

よりもダニ 数が 有意に 多か っ た 。
こ の 理 由と して

，

  女子更衣室で は ， 衣服 に付着 した ダニ 類が落 ち

る こ と も考え ら れ る （大島，197ユ），  床 面 に 落ち

た布地繊維は ビル 内湿度 が やや高 い 時に 吸湿 し，

一
時的 に で も ダニ の 生息場所 と 湿度 を提供 し て い

る し
， 繊維質を含んだ培地 の 方が含 まな い もの よ

り ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ が 早 く繁殖す る と い う報告 もある

　（Saint　George−Gridelet，，1987），   女子更衣室で頭

髪を す く時頭髪や フ ケ が落 ち，チ リダニ 科 の ダニ
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類の 餌に なる，な どが考え られ
，

一
時的に 生息環

境が成立 したため で あ ろうと思わ れ た。女子更衣

室 の ダニ 類が 多い こ と は
， 学校の 裁縫室の ダニ 類

が 多 い こ と （大島，1964）と共通 点が あ る と思わ

れ た 。

　温湿度 に 関 して 家屋内生息性ダニ 類 の 繁殖 へ の

影響 の 結果 をまとめ る と ， （1）季節の 影響 を受け て

い る こ と ， （2）室 内温湿度の 影響を受け て い る こ と，

の 2 点で あ る 。 季節的に は高温多湿の 7月 に ダニ

数が ピーク とな り，冬期 よ り夏期 に ，家屋内生息

性 ダニ 類の 繁殖 に好適な温 湿度が備わ っ て い る。

ダニ の 繁殖に 高湿度が 必要な こ とは，CEH 実験で

も確認 さ れ た。さ ら に ，ダニ 類が 家屋 内で 繁殖す

る こ とか ら，家屋内の 温湿 度，特に 湿度 の 影響 が

大き く
， 年間湿 度が ほ と ん ど55％ R ．H ．以下 に保

たれ て い る ビル 内で は ダニ 数が少な く， 潜入場所

の あ る絨毯と潜入場所 の な い PVC タイル か ら検出

さ れ た ダニ 数 に 差が み られ な か っ た ほ ど，室内湿

度はダニ 数の 増減 に 影響を与え る と考え られた 。

　地理 的な差 を こ こ で 取 り上 げなか っ た の は，東

京周辺 30km範囲 内 （水平的範囲）で は外気温 湿度

の 差，特 に 湿度 の 差 は ほ と ん ど見 ら れ な い か らで

あ る （私信，気象庁東京管区気象台技術課）。こ の

点は
， 外国で地理的な 差に よるダニ 相や ダニ 数の

違 い が発表 され て い る の と は 少 し異な る 。 東京周

辺 で は，地理的 な違 い に よる温湿度へ の 影響 よ り

も，季節 に よる温湿度 へ の影響や生活 の 仕方に よ

る 影響 の 方が大き い と 考え られ た 。
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